



内 藤 み ち
は じめ に
JNAC1》(日 北米宣教協力会=目 本基督教団)は,宣 教師の長年の要求 を
受け1989年 に日本語コースを開設 している。 開設以来二回私は そのプロ
グラムを担当した。ここでの 「宣教師」 とは,キ リス ト教伝道の為に来 日
している外国人を指す。
以前から伝道師以外の外国人間においても,教 会生活で使用する目本語
教育の 必要性の声があ り,語 学教員 ・主婦 ・学生の約30名 に改めて質問
したところ,70%以 上の人が 「交読文中の語彙や古語体のβ本語学習が必




限られる。従って,『交読文』 の語彙や古語文法 の学習は,宣 教師に限ら
れた問題ではなく教会生活を平常とする外国入全体の問題でもある.
1)在 耳宣教師団はrキ リス ト教年鑑1990年 版」 によ ると約140あ る。JNAC
はそ の中で最大の組織 である。
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1=『 交 読 文 』 の 学 習 の必 要 性
L1=『 交 読 文 』
教 会 で 一般 に使 わ れ る本 ど して は ン.r聖 書 よ ど一r賛美 歌 」 が あ る。r聖
書」は!
、辱鄭 古辮 飾 つたが講 後・,黙 語体融 っ樫一.肇美歌」
は,約 お0め 歌が譜面と共に載 っでいる。歌詞は総て古語体セあるが,表
記は現代語かなづかいになっている。
『交読文』.は,.「聖書」 から抜粋 された46篇 から成る祈藩の内容をもつ
儀式用の文で,「 賛美歌」 の本に収められている。総て2),古 語体聖書か
ら抄出された文章であるが表記は現代かなづかいである。礼拝中,.司式者
と会衆とが楓 こr節ずつ諾 耐 喬・撚 こ.『交謙 無 恥.締 す・





.らぬ者は,幸 いな 璽.。かか喬人は主の法を喜ぴて,昼 も夜もこれを思
とき　
う。.牟やう人にむ 蔀れのほとワに韓えし木ρ,期 に至 りて実を結び,
鄭 ま醜 まざ喬郷 ・そ碑 すと;碓 栄えん睾.悪しき蝉 し筋
ず,風 の吹 き去 る籾 殻 の 如 し。 され ば悪 し き者 は審 き にた えず,罪 入
ほ 義 しぎ者 め 集 》・虻,目立 づ こ と を得 ざ るなP。目 そ は主 は義 しき者 の道
.を知 りたも.う,'rされ ど悪 し き者 の 道 は ほ ろ び ん。目
静 ア,耽一墾簿 磯 果
.」NA鮮 弗 して唖 騰 師〈工吊チ名)の暢 ラヒ塑 こ1鵬 罐
帆 ㍗ ケ÷,ト鐸 依頼辱 鰹 即 者数灘 曝 、.銀酢 鱗
した入数74名 を今回の資料とした.(※2〉 調査実施は1990年12月 であ
る 。
2)口 語訳(現 代語訳)さ れたr聖 書」か らF交 読文』 の箇所に当た る文章 を取 り

















































まず 日本 語 能力 を 四段 階 に 自 己 評 価 し て 貰 っ た 、(Excellent/Very
goodは 「◎ 」,・"oodは 「○」,Poo1は 「△ 」,Noneは 「x」)
「O」 と 「△ 」 を一 つ に ま とめ資料 の 上 で 「▲ 」 と して
,能 力 を三 段 階 に
表 わ した表 が(※3)で あ る、
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(※3/
現 代 語 古 語' 交 読 文
× ▲ ◎ X ▲ ◎ × ▲ ◎
A 2 16 1 14 5 0 1 8 0
B 0 5 0 3 2 D 2 3 0
C o 2 1 1 2 D 0 3 0
D 1 8 2 5 6 o 3 8 0
E 0 6 D 3 3 0、 o 6 o
F o 6 1. 3 4 00 6 1
G 0 8 o 7 1 o 1 7 0
H 1 9 0 5 5 oI 1 8 1
1 D 3 2 D 3 00 6 0
(※4)
こ のF自 己評 畑 』 を グ ラフ化 した の が(※4)で あ る。








































Eコ は 「現 代 語 」,囮 は 「古 語 」,
わ す 。
■ は 「交読文」の自己評価 を表
このグラフには,二 つの注 目すべき、点がある。第一点は,滞 在期聞が最
も短い グラフA(1-5年)以 外では,交 読文能力のある者 と古語能力の無
い者 との数が同じ,ま たは古語能力の無い者より交読文能力のある者のほ





二点目は,中 問能力の段階 「▲」における現代語 と交読文の能力差が余
り無いとい う点である。在 艮期聞の最も短い者(グ ラ7A)で は,現 代語
能力は交読文の二倍 となっているが,在 日期聞が6年 以上の者では差が殆
ど無い。一般に目本人外国人の別参く・ 日本語学習においての現代語の定
着は古語の定着 より遥かに大きい。 古典文学を深 く学習 した結果 として,
古語能力が現代語能力に追い付いて行く。目この グラクでも,古 語 り交読文
に関する能力を 「非常にある」 と自己判断 したものは,グ ラフFとH
の二名だけであるp
ところが・中間深階 「▲」 の自己評価で,「 現代語と交読文の能力が同
じ程度であるゴ乏 評価しているのほ,『 交読文』 の古語を現代語の次に置
くのではなく,現 代語と併行 して 『交読文』(古語〉に触れる機令 の多い事
を表わ している。『交読文』 の語彙や文誌(古 語体)も披ら.が目本で.生活 し
ていくうえで不可欠なのである。








ま之,∫ 交 読文 を月4回 音 読 す る。」 と答 え〆`but.don'tunderst贈 ず'
や 一`01nyIisτgn"と 記 入 してい る こ とも 当然 ゆ こ とと言 え る。目
勿論 ・』・古 語 と現 代 語 は 全 く別 個 の 日本 語 で に な く,,古 語 が次 第 に変 化 し
て現 代 語 とな るので あ り,現 代 語 を勉 強 す る者 は あ る程 度 の 古語 も理 解 で
き るの 弄ま当然 で あ る。
しか し,目古 語 と現 代 語 が 大 き く変 化 して,異 な っ た意 義 を もつ ζ と に な
った もの も出 て くる。 こ の 意 味 で 現 代 語 の知 識 で は理 解 しに くい目『交 読
一.S∠ト・一..
文ε・ 次いではr賛 美歌』 に用いられて巨弓古語牽整理する必要き盛 じ・
今 回 の作 業 と して ま と め てみ た 。
また,今 回寒 じ孝 ことは,.古語の世界樽目け無いキリ不 卜教の内容を巨本
語化する為 キジ・rスト教独 自の宗教用語 も古語として理解 しにくい語学 と
なっている、点である。
.全体にわた り・現代語 と異なっている古語 と宗教用語の語彙を明らかに
した。
II:語 彙














II-2-A;普 通 名 詞..
H-2-A-a;'「*」 の つ く語
しもべ よ
天(15)'幸 い(13)全 能(9)僕(呂)夜(8)・ 王(5)
かて のウ あした
とこ し え(5)糧(4〉 法(4)牧(4)幕 屋(4)朝(3〉
い つ かど たま よこしま
稜 威(3〉 い に しえ(3)門(3)霊(3)邪 曲(3)
(以下(2)の 語)1
あきデばり あめ いかずち いけにえ うざぎうま え ニ おさむご くら
帷嘩 天 雷 犠牲 駿馬'衛 士目 幼児 座
ニうべ こうぺ さ ば サ つみびと との ます らお め し い
首 頭 審判 罪人目 殿 誉まれ 勇士 盲人・
3)以 降現代 語の中での使用頻度の低い語に 「㌔ を付 けた。()内 め数字 は,そ
の語が何篇 の篇 で取 り接 われ ているか を表わす。目
一85一・
瞬 ず2




































































































































































































先 死 獅子 知恵 父
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よ









































































































青草.曙 明日目 跡 脂 網 荒野
憐藺 安息 池 異言 頂 異邦人 入 口
後 腕 畝 馬・ 永遠 栄華 益
お き て おつと おび
枝 宴 狼 律法 夫.帯 表
か こ
親 恩 会衆 鏡 量 肩 形
傍 家畜 金 鐘 株 冠 寛容
きず
諏擁 岸 傷 理 昨目 具.轡
熊 倉 位 車 苦労 偶像 毛・
けたもの
刑罰 計略 獣 洪水 公平 木株 腰
槍 琴 子供 座 財産 才能 鏡
魚 砂漠 司会者 慈悲 自由 生涯 所領














































そ の もP大 能






.昔・ 、 息 子



































,受 膏(2)・ 聖 考(2)聖 徒(2)
〔以 下(1)の 語):
安 、憲日 営 香 柏 罪 祭 聖 目
H-2-A-d:外 来 語
土 地 の∫名=イ・ ス ラエル(7)シ オ ン(7〉 エル サ レム(2)目
(以下 〔1)の 語)=
目カ デ シ.シ.ヤ ロン マサ ミザ ル.メ リバ
ノ＼の名:ヤ コブ(5)'ア ブ ラハ ム(2)
(以下(1)の 語ア
ア ロ..ン エ ツサ イ ソ.ヒモ ン ダ ビデ・・
山 の名1カ ル メル(1)ヘ ル モ ン〈1)
植 物 の名;ピ ソプ(1)サ フ.ラン(1)
ア ル フ ァベ ッ ト名 ニ ア ル パ(1〉 オ メ ガ(1〉'
星 の名=シ リオ ン(1)















事 毎'目1,.所..ば か り 他 程..問
11-3:代 名 詞
*汝(37)彼(16)寧 己(8)君(1)こ れ(26)
そ れ(5)*そ(!2)そ こ(2〉 ・ll』*か一し こ く伯























∬一5=形 容 動 詞
H-5-A:語 尾 変 化 に よ っ て現 代 語 に な る語
終 止 形 の 』rなり」 か ら 』「り」・を取 る と現 代 語 に な る語・
明 らカ}な り(2)
愚 か な り(尋)
健 や か な り(2)
遥 か な り(1)
柔 らか な り(1)
新 た な り(5〉"穏 や か な り(1)1.
頑 な り(1)幸 い な り(2)
速 や か な り(2)平 な り(1)
必 要 な 虹1)平 和 な り(1)
豊 か な 虹3)
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朧 な りく1)一目
』盛 ん な り(2)
柔 和 な り(1)
真 なP(1)
Hr5-B:現 代 語 の形容 動詞 と して は,殆 ど使 用 され ない 語
馴 か な り(1)大 い な り(13)故 意 な り(1)平 らか な り(1〉
邪 曲 な り(2)
亘一6:形 容 詞
∬一6-A:語 尾 変 化 に よ っ て現 代 語 の形 容 詞 と同 形 に な る語





































終止 形 の語 尾 「し」 に 「い」 を足 す と現 代 語 に で き る語(シ ク
活用の語)
うつく ううわ
新 し(3)怪 し(1)卑 し(2〉 美 し 〔1)美 し(6)雄 々 し(2)
悲 し(1)騒 解 し(1)
H-6-B:語 尾 変 化 を させ て も現 代 語 の形 容 詞 と し て使 わ れ な い語
H婚 一B-a:(ク 活 用 の語 〉
くマ かしがま
零悪 し(7)*奇 し(4)*鴛 し(1)
II与B-b:(シ ク活用 の語)
*全 し(2)*直 し(8)*利 し(1)*猛 し(1)*難 レ(1)



















*閏 こゆ(1)寧 見 ゆ(1>目
*統 う(3)*宣 う(2)
*見 そ な わ す(1)
上 品 な響 き の動 語
延 語

















*呼 ば わ る(3)
形 容 詞 か ら作 れ る語
ク活 用 の形 容 詞 か らの語.
終 止形 の 語 尾 「し」 を取P除 き,「 む 」 を加 え る と,動 詞 の終止 形 とな
る。
(四段 動 詞 〉=
憐 む(16)*倦 む(1)*畏 む(3)*貴 む(1〉 憎 む(3)妬 む(2)
(下二 段 動 詞):
痛 む(1)*清 む(3〉
瓦一7-C-b:シ ク活用 の形 容 詞 か ら の語
4)語 尾 が 「う」 で終 る時 は 「う」 を取 り除 き,「 ら う」 を力口え る0
5)「 呼 ぽ う』(1)(「 呼 ば う」 の音 変 化 した もの)を 含 む 。
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形容 詞 の終 止 形 の語 尾,「 し」 に 「む 」 を加 え る と,動 詞 の 終 止 形 とな
る。
(四段 動詞):
悲 しむ(8).苦 しむ(3)・ 渠 しむ(14)
(下二 段 動 詞)':目
‡軽 しむ(1)
IL7-D;発 音 を変 化 させ る と現 代 語 にな.る語
∬一7-D-a=/b/を1mノ に す る と現 代 語 に な る語
*か たbuく(傾 く1四 段 動 詞)(3)
*けbuる(煙 る/四 段 動 詞)(1)
*た わbuる(戯 る1下 二 段 動 詞)σ)筍・
*こ うbuる(被 る
,〆四 段 動 詞)(3)
IL7-D-b=そ の他
串つ ぐの う(償 う,/四 段 動 詞)(1)
IL匹E:「 自動 詞 」!「他 動 詞 」 が対 の語
II一フーE-a=「 自動詞 ソ 「他 動 詞 」 が 同 一 形












(下二 ぶ 白動詞,四 炉 他 動詞 の 語)=
砕 く(四/他)(6)1*(下 二/自)(5)
持 づ(四/他)(2)1置 下 ニ ノ自)(22)
6〉II-7-G-c参 照 。
7)以 下r四 段 動 詞」 はr四 」 と記 す 。目目・
8)以 下 「下二 段 動 詞 」 は・「下 二 」1と記 す 自・
一92一
焼 く(四 ノ他)(2)目目目[*(下 ニ ノ自)(～)
II-7-E-b;自 動詞 の 終止 形 の語 尾 の/-u/を/-a/に 変 え 「す 」 を加 え る














































語尾 解 「う」 の時 は,/-U!を 取 り除 き 「わ す」 をカロえ る。
以 下 「上一 段 動 詞 」 を 「上 一」,「 上二 段 動 詞 」を 「上 二 」 と記 す 。
「ず」 は 「づ」 の 現代 か な づか い
。
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*清 む(下 二 〉(3)
*上 ぐ(下 二)(9)
串定 む(† 二 〉(ヰ)




*終 う(下 二 〉(1)
*変 ゆ(下 二 〉〔1).











*感 謝 す(サ 変)(6)木 姦 淫 す(サ 変)(1)
*叱 咤 す(サ 変 〉(1)*対 す(サ 変)(2)
*達 す(サ 変 〉(1)*予 言 す(サ 変 〉(1)
*労 す(サ 変)(2)*口 っ けす1鞍 サ変)(1)
*来(力 行 変 格)(2〉
II-7-G-b=終 止 形 の語 尾 の/一u1を/一i/に 変 え,「 る」 を加 え る語
(妾変 動 詞)=
*信 ず(3) .*命 ず 〔1),ネ 論 ず(1)
(四段 動 詞):
*飽 く(5)*足 る(4)
(上 二 段動 詞)=
*生 く(5)*活 く(2)*落 つ(2)*怖 ず(2)
*起 く(1)目*帯 ぶ(1)*借 る(1)‡ 朽 つ(1)
為海 ゆ(1)璃・*試 む(2)*過 ぐ(1)*尽 く(1)
*古 ぶ(1)*滅 ぶ ノ目亡 ぶ(6)*満 つ(5)*報 ゆ(6)
IL7-G-c;終 止 形 語 尾/-u/を/-e/に 変 え1「 る」 を加 え る語 工5)
(下 二 段 動 詞):
*与 う(11)*荒 る(1〉*温 る(3)*現 わ る.(1)
*上 ぐ(9)*崇 む(5)*集 む(1)孝 入 る(5)
*戒 む(2)*痛 む(1〉*植 う(1)*憂 う(1)
*訴 う(1)辛 飢 う(2〉*得(18)*生 る(1)
*項 垂 る(2)串 失 す(2)*受 く(6)*衰 う(12)
*教 う(7)*終 う(1).*恐 る(19)*収 む(1)





「口つ けJ=「 口づ け」
「悔 ゆ」 か らのn梅 い る」 は 現 代 か な づ か い で[悔 い る」 とな る。












































































ラ行 変 格 活 用 の 動詞









































*ま し ま す 〔2)
*黙 す(2〉
寧呼 ぱ わ る(3)
II-7-H-b:
*飽 か す(1)・

















































*見 そ な わ す(1)
*呼 ば う.(4)








憐 む(16〉目 言 う(20)






























































































































































































































































































及 ぶ(命 拝 む(尋)
勝 つ ② 関 わ る(1〉
語 る(尋)メ ロる(暑)
.隈 す(2)乾 く、(手)
悲 しむ(8)囲 む(3) .
済 ま る(1)周 く.(玲 』
下 る(3).覆 す(1)
請 う(1)異 な る(2)1
好 む(1)逆 ら う(2)
探 る(1).;臣 縛る(1)
咲 く(1)』 騒 ぐ(2ン..
従 う(4)静 まる,(1}.
記 す(2) 、 示 す(3)[
救 う(15〉 坐 る(2)























































































過つ 暖まる 証す 歩む目目
祈 る 偽る 憤 る 怒る
思う,終 る 戦 く 勝つ..
けぶ




















16}「 ㌔(編 数)はII-7(A一 η 参 照 。
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滴 る 救 う 戦 う 楽 しむ 頼 む.誓 う目.使 う
集 う目 嘆 く`悩 む 願 う 眠 る目 望 む.響 く
恵 む 宿 る 休 む 赦 す 装 う.
II-7-」一b:・ 下 二 段 動 詞
終 止 形 の語 尾 の/-u/'.を/-e/に 変 え る 。 ∬一7-G-cの 下 二 の現 代 語1ま
「る」 を取 る
。
戒 む・ 訴 う 衰 う 教 う..恐 る 企 つ 定 む 栄 ゆ恥
虐 ぐ.備 う18〕 助 く 餐 む.流 る 慰 む.卓 台む 初 む1.
芽生 ゆ
∬一7-J-c=上 二 段 動 詞
語尾 の,1-U1を/一i/に 変 え る。 正lr7-G-bの 上 二 の現 代 語 は 「.る4を 取
るc
荒 ぶ 滅 ぶ 報 ゆ珊
∬一7-K=複 合 動 詞
(動詞 の連用 形+動 詞 の終 止形)の 複 合 動 詞 と して使 用 され て い る動 詞 は
108あ る。
1更一8:連 用 修 飼 語
1-8-A=副 詞
1ト8-A-a;呼 応 の 副 詞
未 だ(2)否 定・
*由 や(1)逆 説 の仮 定 条 件
*た とい(の 逆 説 の仮 定 条 件
・寧 ろ(1)'逆 説




「ゑ 」=「 え 」
その
「備 う」 は音 変 化 し て 「そ な え るゴ。
「ゐ 」環「い 」
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ド如 何 に(5)仮 定 条 件 、
*何 故 に(1)疑 問
*何 ぞ(1)疑 問
II-8-A-b:笛il言 司
(時 間 に 関 す る語):
い つ まで も(1)既 に(3)遂 に(2)串 夙 に(1)*ひ ね もす(3)
先 ず(1)忽 ち(1)鰭 て(1)
(量/程 度 に 関す る語):
いと
*如 何 ば か り(2)*最(8)寧 い や(2)大 凡(2)各 々(3)
..
もつと
必 ず(4)*げ に(1)直(4)真 に(2)最 も(1)
(添加/選 択 に関 す る語)=
あ るい は(1〉 且 つ(3)共 に(7)猶(5)再 び(王)ま た(26)
(前述 の事 柄 を指 示 す る語)=
*う べ(1)*斯 く(5)*し か(1)
H-8-Bl動 調 か らの 連 用修 飾 語
II-8-B-a=動 詞 の連 用 形+て
(増 す/四 毅).増 し十 て(1)
(統 ぶ ノ下 二)統 べ+て(17)
(極 む/下 二)極 め+て(1)
∬一8-B-b=動 詞 終 止 形 の語 尾 を/-aノ に変 え 「く」 を加 えた 語20)
「～ した 事 に は
3パ 」 の 意 。
(言 う)言 わ+く(2)
(恐ru)恐 ら÷ く(1)
(願 う)*願 わ 十 く(13)
(宣 う)半 宣 わ+く(2)
(給 う/補 助 動 詞)*給 わ+く(1〉
20)終 止 形の語尾 ボ 「う」 の時には,「 う」 を 「わ」 に変 え,「 く」 を加 える。
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豆一8-B-c=過 去 の動作 を表 わ す語(完 了 の助 動 詞 「る」 の終 止 形 「9」)目が
付 い たH-8-B-bの 語
(言 う)/言 えri*言 えra+く(3)
(、思 う)ノ,思え 亘 寧思 えra十 く(1)
∬一8-C:形 容 詞 か らの連 用 修 飾 語
連用 形 を使 用 す る。
(遍 し)遍 く(5)
.(悉 し)悉 く(9)
(全 し〉 全 く(1)
(良 し斗 よ く(i)
H-8-D=形 容 動 詞 か らの 連用 修 飾 語目
連用 形 を使 用 す る。
目目 徹 意な り)こ とさらに(1)・
(切 な り)切 に(1)
(永 な り〉*永 に(8)
(常 な り)常 に(6)
(懇ろ妙 〉 饗 ろに(1)
(妄 な り〉 妄 に(1)













1聯 文』.9腕+抑 聯 嗣と・一?備 騨 群 早法傭(「 繕 」)
の,全 部で二十の語がある。これは,..今後 の課題 となるの だが,各 各の語
と他の語 との繋 りをまとめて,容 易に文法へ導入出来 るようにしなければ
ならないる頑交読文』 の中め助動詞語彙はその特別 な用途 め為によく同 じ
形で繰 り返 される。・従って,助 動詞 の場合,目接続する語や語の形も限られ
て くる。例えぱ,推 量の助動詞 「まじ」は四段動詞にのみ接続 し,終 止形
乏連体形の二つの形で使用 されてい る。 そこで,古 語文法 を知 らない者
も,幾 つかの 『交読文』 マの用語の型に慣れる事によりて,読 解 ・聴解
力が付き,目速い速度でも走確に読み ・聴きして行けるよ うに なるであろ
う。
アンケー トの解答で,'現 代語の読解力は 「まあまあ」ノ「O」 であって,
r交読文』の読解力がr非 常に良い」ノr◎」,ま た,現 代藷の読解力がr余






お わ り に
『聖書 』 が 口語 訳(現 代 語 訳)さ れ て い る 事 も あ り
,ア ンケ ー トの コ メ ン
トに 『賛 美 歌 』 の 口語 訳 を求 め る声 が 大 変 多 か った 。 だ が,.高 低 ア ク セ ン
トで あ る 目本 語 は 意 味 だ け 口語 訳 をす れ ば よい の で は な く,譜 面 に応 じた
全 面 的 な改 訂 が必 要 で あ る。
また,英 語 の"thou"・"you"と に 見 られ るよ う目目な文 字 の格調 差 の
問題 も あ る。 丸 谷 才 一 は 「巨本 語 の た めに 」、の 中 で聖 書 の 口語 訳 に つ い て
一..103_
次 の よ うに 言 って い る。鋤
r口 語 訳 に は 読 む者 に イ メ ー ジ を 思 ひ浮 か ぱせ るカ が な い
。.訳
文 は論 理 的 な 明確 さを欠 い て ゐ る。,.。 格 段 に冗 長 で あ る.」
以上から 『賛美翠』の口語訳は茅 くの年月 を要するに違いない。従 って
日本 語 履 習 の点 か らは,古 語 で歌 い,そ の 内容 の大 体 を 口語 で教 え る・とい
う状態 が続 くで あ ろ う。・
4こ で は,.「語 彙4鋤 に つ レ>てだ.け評 レた 。 が,文 法,語 彙 と もに 『交
読 文』 の そ れ は賛 美 歌 の もの と多 い に共 通 す る と ころ が あ る。 これ ら の譜
彙は辞書き引く際にも調!斗こく,))。しかも・早近 よく慎われていう電子手
帳 や ワー プ ・な どで も見 つ1ナに くい 。 『交 読 文 』 や 匠賛 美 歌 』 等 の 目本 語
に 日常蝕 れ る 日本 語 学習 者 に,早 い 毅 階 に 部い て語 彙 ・、文法 を含 めた古 語
体 を どの よ うに 導 入 して い くかが,今 後 の大 き な課 顎 で あ る。
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